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Closing the gender gap
in the technology field

VISION

�たちはテクノロジー�野のジェンダーギャップ�消を⽬指します。
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性別にかかわらず

テクノロジー�野のジェンダーギャップが�消された状�とは、

�もが平等にITやテクノロジーにアクセスし

個々の�⼒や�⼒が正当に�価され 成�やキャリアの��が平等に提供される

��が�現している状�を指します。
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女�・ノンバイナリーの中�⽣や⼤�⽣が、プログラミングやIT��
のスキルを�につけられる��が��され、ロールモデルと��え、

      その�果、⾃�⾃�でキャリアの��ができるようになる。
性別にとらわれず、IT�野に��を持つすべての⽣徒・�⽣に�して
�平な内�の�材・カリキュラムが提供され、�びやすい��システ
ムが�在している。

����の平等

女性が、�理�や技��、研��などのあらゆる��に�くことがで
き、キャリアを築ける��が�っている。

DEI&Bが��している�場��

「女性は技��に向いていない」などのジェンダーに基づく�⾒や
ステレオタイプが�在せず、性別を問わず個々の�⼒と��が尊重
される。
メディアや�業が、女性技�者やリーダーのロールモデルを積�的
に��し、ジェンダーにとらわれないキャリア�択が促�されてい
る。

ジェンダーステレオタイプの�拭

同じ��、同じスキルレベルであれば、性別に��なく同等の�酬
を得られる。
昇�や�価基�において、性別によるバイアスが��され、�正な
キャリアパスが提供されている。

�平な賃金と待�

VISIONを�現するには、下�の4つの状�が必�だと�えています。
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Strength �み
理���⼒�界トップレベル

Challenges �題

⼯��の女��率OECD�下�

⽇�の女��⽣の�⼒は国�����度�査「PISA」でトップレベルであるにもかかわらず、⼯��野の⼤���者に
占める女�の��はOECD（��協⼒開発�構）�盟国の中で�下�です。

CURRENT STATUS OF GIRLS IN JAPAN



5

CHALLENGE
��やキャリア形成の各��で科�技��野の女性が減�していくこの現�は「�漏れパイプ問題」と呼ばれています。
この現�の��には、��の構�的な問題が�く�わっています。⽇�では��⽣の��で�理�択・�路�択があり、
その�択の時点で理��路を�択する女�⽣徒が�ないことから、中�⽣の��から��を⾏うことが�常に重�だと�
えています。



JOIN the movement to change
the technology landscape

⽇�では�、テクノロジー�野のジェンダーギャップ�消に向けて、
各ステークホルダーがスタートラインに立っています。

Waffleが�立された2019年当時、IT�野のジェンダーギャップ�消という�り�みは⼤きな��問題
として捉えられてはいませんでした。

�立から5年が�った現在、各⼤�の理⼯��で「女�枠」が��され、��科�省「女�中�⽣の
理��路�択�援プログラム」の予算が��しました。また、���「Forbes JAPAN」が「テクノ
ロジー領域で�界を�える30�」の��を�むなど、⼤�、政�、メディア、�業の�り�みが��
しています。

�の5年、つまり2030年には何を�成すべきか。
�たちは2030年に⾒たい�界を���し、ステークホルダーの�さんとともに、その�界を�現す
るために⾏動を�こしていきたいと�えています。
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STATEMENT
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⽇�では、まだまだ女性が�理�や���となる�が��的であり、�思決�の場に女性が�ない構�が、男女の賃金��や女性の�題が軽�される現状を
⽣み�しています。現在の不平等を�したままデジタル�が�むと、��の��がさらに�⼤する�れがあります。
�たちは、女性やノンバイナリーの��な�点や��を�り�れて、テクノロジー�野でイノベーションが⽣まれる状�をつくることで、��の構��⾰を
めざします。

イノベーション��の構��持

�い女性�理��率男女の賃金�� 技�バックグラウンドの
女性�理��率向上男女の賃金��是正

DX
男性中�
��

DX
Gender
Transfor
-mative

⽬指すOS（��）�のOS（��）

HERE IS WHAT WE WANT TO ACHIEVE

女�とノンバイナリーの
テックリーダーが⽣まれる��をつくる
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�たちは、デジタル技�を使って��を�⾰する「テックリーダー」を�てていきます。テックリーダーを��するために、�たちは「つくる」��を提供
し、デジタル�の中でも���な仕事へのキャリアパスの�択�を女�とノンバイナリーに提⽰します。これにより女�とノンバイナリーの��的なエンパ
ワーメントも⾏う、ジェンダー・トランスフォーマティブ・アプローチ※を�っています。

※ジェンダー・トランスフォーマティブ・アプローチ���のジェンダーに�する�題や�範を構�的に�⾰させる��のこと

「つくる」技�が�につく��を�ける
女�とノンバイナリーのテックリーダーが⽣まれる��をつくるために必�なこと
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PC/Wi-Fiの�償貸�
1Day��の�� など

女�/ノンバイナリー��プログラム
ジェンダー��の�� など 

IT�業へのオフィスツアー
キャリア��の�� など

テックリーダーが⽣まれる��をつくるには、テクノロジーを使って⾃�を�現し、��を�える担い⼿となる��を積めるような��を�えることも重�
です。これまで�してきた⽣徒・�⽣たちの声をもとに、中�⽣や⼤�⽣が⾃�の可�性を�じ、テクノロジーを�につけ�しい挑戦をしていける、下�の
ような状�を作り、提供していきます。また、�たちは⽣徒・�⽣を�援するとともに、⼤�がそれを�援する��を作っていきます。

チャレンジできる��を�える

��の⼀�の提供

  プログラミングをやる��も��もなか
った。�に⾃�が使えるPCがなかった
のでPCの貸し�しもありがたかった
し、�料で��できたのもありがたかっ
た。��がない�たちに⼿を�し�べて
くれたのがありがたい。
（Technovation Girls����者）

Technovation Girls、なんで女性かノン
バイナリー��なんだろう...と��は正
�思ってた。けど、そうでなければTG
���にインポスター���になってた
し、「�なんかが」って思ってただろう
な。開発�は�構任せてただろうなと思
う。（Technovation����者）

ステレオタイプがない��

Waffleに��してITエンジニアになって
みたいと思ったり、エンジニアとして働
いている�や��の⼤�でCSを�んで
いる�の�を�くと、�やりたい事がだ
んだん��になってきた。
（Waffle College�業⽣）

キャリアに�がる��

女�とノンバイナリーのテックリーダーが⽣まれる��をつくるために必�なこと
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⽇��国で

IT・デジタル��の�業や�業は、東�
に⼀��中しているため、⾸都���の
�⽣がこの�野で働く技�者に�った
り、��プログラムに��したりする�
�が�られています。
地�に�ざす��を⽤�することで
����の是正を⽬指します。

ジェンダーインクルーシブとは、性別に
よって�別や��がなく、男女やジェン
ダーマイノリティが�平に��できるよ
うに配慮し、すべての�が平等に⼒を発
揮できる��を作ることをいいます。

ジェンダーインクルーシブ
な��づくり

地�で��的に��を提供するために
は、個�のボランティア精�に頼るので
はなく、��できるリソースが成立して
いることが重�だと�えています。
��的に�⽣に��提供できるモデル都
�をつくり、その仕�みを�げます。

仕�みを�げる

 HERE’S HOW WE’RE CHANGING IT

ジェンダーインクルーシブな��で
�ぶ仕�みを⽇��国に�げる
�たちは、�国に女�とノンバイナリーのテックリーダーが⽣まれる��をつくるには、⽇��国で女�・ノンバイナリーの中�⽣・⼤�⽣が��しやすい
��プログラムを��的に提供することが重�だと�えています。
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 HERE’S HOW WE’RE CHANGING IT

OUR STRATEGY
�たちは2030年までに�国で女�とノンバイナリーの⽣徒・�⽣がデジタルをジェンダーインクルーシブな��で�ぶ仕�みをつくり�げていきます。
そのために、⽣徒・�⽣個�への��のみならず、⽣徒・�⽣を�援し�⾰を促す⼤�のコミュニティの形成、他の��への�発、そして政�への提�の4
つのステークホルダーに同時に働きかけることで、���体のシステムを�えていきます。
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ジェンダーギャップが��な⽇���において、�⽣たちがデジタル
��に平等に��できるように、プログラミング技�だけでなく、

5つの��を兼ね�えた「デジタル・コンピテンシー」を�む
��を提供する。

デジタルコンピテンシー
を�につける��

女性やノンバイナリーでプログラミングに�味がある仲間やロールモ
デルに��える場�の��を⾏う。また、IT�野を�ぶことを�押し
する先⽣・�業・保�者を�やすことで、⽣徒・�⽣が⾃�を持って

理⼯�を�択できるようにする。

IT技�を�ぶ女性やノンバイナリーを
�援するコミュニティの形成

Waffleだけではなく、他の�業や��現場でジェンダーに配慮した
��や��・リソース提供が⾏われるように��・協⼒をする。

他��でのジェンダーインクルーシブな
��提供の働きかけ

「⾻�の��」などに女性の理⼯��路�択の予算��を⽬指した
提�を⾏うと同時に、IT/STEM�野のジェンダーギャップが⼤きな
���題であるという�識をつくるための�論形成を⾏う。

政策の優先度を上げるための
政策提�、�論形成

個�（⽣徒・�⽣） コミュニティ

制度/��・政策��・リソース

 HERE’S HOW WE’RE CHANGING IT

OUR STRATEGY



�国（とくに地�）の⽣徒・�⽣に��を�け、プログラ
ミングだけではなく、ジェンダー平等な��に必�なリー
ダーシップや�え�をもつテックリーダーを�てる。

Goals

デジタルコンピテンシーを�義し、�期的な成果の��を
データ�し、モニタリングする。
各��プログラムの���者�に�する地���者の��
を各地域の�⼝�率に�づける（1都3���の��者�率
7�を⽬指す）

Success measures

※デジタルコンピテンシーとは、Waffleが独⾃に�義したAttitude, Digital
Skill, Agency, Normative Beliefs, Communityの5つの��を指す。
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 HERE’S HOW WE’RE CHANGING IT

OUR STRATEGY

ジェンダーギャップが��な⽇���において、⽣徒・�⽣たちが
デジタル��に平等に��できるように、プログラミング技�だけ
でなく、5つの��を兼ね�えた「デジタル・コンピテンシー」を

�む��を提供する。

デジタルコンピテンシー
を�につける��

個�（⽣徒・�⽣）
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女性やノンバイナリーでプログラミングに�味がある仲間やロールモ
デルに��える場�の��を⾏う。また、IT�野を�ぶことを�押し
する先⽣・�業・保�者を�やすことで、⽣徒・�⽣が⾃�を持って

理⼯�を�択できるようにする。

IT技�を�ぶ女性やノンバイナリーを
�援するコミュニティの形成

コミュニティ

 HERE’S HOW WE’RE CHANGING IT

OUR STRATEGY

（⽣徒・�⽣）国内�⼤�のテクノロジーを�ぶ女�とノ
ンバイナリーの⽣徒・�⽣向けに��代エンパワメント・
コミュニティをつくる。
（�える�たち）地�にジェンダーな��をつくり、デジ
タルを�えられるメンターが�在する地域コミュニティを
つくる。

Goals

Waffleのプログラムの����者の�3�がメンターやサ
ポーターとして活�しており、�期的なプログラム・��
�への����率が8��上である状�。
地域コミュニティのモデル都�を�国に5都�作り、��
提供が��され、他の都�にも�がっている状�。

Success measures



Waffle��の��が、�国（とくに地�）でジェンダーイ
ンクルーシブなプログラミング��の��を3年�上��
して提供するためのリソース（ヒト・モノ・カネ）の�得
⼿�を�立する。
ジェンダーインクルーシブな��や�びについて�義し、
地域のメンターに��している。

Goals

Waffleとパートナーとなった��が�国の5都�で⾃⾛し
（Waffle・⾃�体��の予算で��）、3年�上、��提供
をしている。

Success measures
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��・リソース

Waffleだけではなく、他の�業や��現場でジェンダーに配慮した
��や��・リソース提供が⾏われるように��・協⼒をする。

他��でのジェンダーインクルーシブな
��提供の働きかけ

 HERE’S HOW WE’RE CHANGING IT

OUR STRATEGY
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「⾻�の��」などに女性の理⼯��路�択の予算��を⽬指した 
提�を⾏うと同時に、IT/STEM�野のジェンダーギャップが⼤きな 
���題であるという�識をつくるための�論形成を⾏う。

政策の優先度を上げるための
政策提�、�論形成

制度/��・政策

 HERE’S HOW WE’RE CHANGING IT

OUR STRATEGY

�くの政���者や⾃�体、�員がテクノロジー�野のジ
ェンダーギャップを理�している。
デジタルに�するあらゆる政策にジェンダー�点が�り�
れられる。

Goals

政���者や�員に��野の�題が理�がされており、デ
ジタルや����に�するあらゆる政策に��性や女性�
率などジェンダー�点の��が��されている。
地�でテクノロジーを活⽤しジェンダーギャップを�決す
る�材が⽣まれ、活動を��できる政策が⽣まれる。
アジア�国の女�のSTEM��におけるネットワークを構
築し、アジア�国と⽇�のベストプラクティスを⽣み�す。 

Success measures



Contact
For more information, contact

info@waffle-waffle.org
And learn more at:

https://waffle-waffle.org/
FB�/Waffle.org
X�@waffle_org
Instagram�@waffle_org
LinkedIn�https://www.linkedin.com/company/waffle-org

JOIN US IN MAKING THIS BOLD VISION A REALITY

mailto:info@waffle-waffle.org
https://waffle-waffle.org/
https://www.linkedin.com/company/waffle-org

